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平成２１年度 決算報告書 （第６期事業年度）

国立大学法人 帯広畜産大学

（単位：百万円）

区 分 予算額 決算額 差 額 備 考
（決算－予算）

収入

運営費交付金 ２，７３３ ２，８５５ １２２ （注１）

施設整備費補助金 ４４５ ８１９ ３７４ （注２）

補助金等収入 ３０６ ４７６ １７０ （注３）

国立大学財務・経営センター施設費交付金 ２２ ２２ ０

自己収入 ９６８ ９２５ △４２

授業料、入学料及び検定料収入 ７７７ ７６０ △１６ （注４）

雑収入 １９１ １６４ △２６ （注５）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 ６７８ ８１９ １４１ （注６）

長期借入金収入 ３００ ２６２ △３８ （注７）

目的積立金取崩 ２５０ ３９３ １４３ （注８）

計 ５，７０２ ６，５７４ ８７２

支出

業務費 ３，２７１ ２，９５２ △３１８

教育研究経費 ３，２７１ ２，９５２ △３１８ （注９）

一般管理費 ９８０ １，０６０ ８１ （注10）

施設整備費 ４６７ １，１０３ ６３６ （注11）

補助金等 ３０６ ４７４ １６８ （注12）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 ６７８ ７８１ １０２ （注13）

計 ５，７０２ ６，３７２ ６７０

収入－支出 ０ ２０１ ２０１

○ 支出の教育研究経費及び一般管理費には、前年度からの運営費交付金繰越額のうち使用額１５６百万

円を含んでいます。また、それに対応する収入として運営費交付金に相当額を計上しています。

○ 支出の産学連携等研究経費及び寄附金事業費等には、前年度からの繰越額のうち使用額４９百万円を

含んでいます。また、それに対応する収入として産学連携等研究収入及び寄附金収入等に相当額を計上

しています。

○ 支出の教育研究経費には、損益計算書上の教育経費、研究経費、教育研究支援経費、教員人件費の全

部及び職員人件費の一部を含んでいます。また、支出の一般管理費には、損益計算書上の一般管理費、

役員人件費の全部及び職員人件費の一部を含んでいます。
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○ 予算と決算の差異について

（注１） 運営費交付金については、退職手当、研究推進、連携融合事業を前年度からの繰越額から支

給したため、前年度の繰越額の使用額分が予算額に比して決算額が１２２百万円多額となっ

ています。

（注２） 施設整備費補助金については、２１年度補正予算の耐震・エコ再生事業等が交付され、その

全部を支出したため、予算額に比して決算額が３７４百万円多額となっています。

（注３） 補助金等収入については、国からの補助金の獲得額が見込額を上回ったため、予算額に比し

て決算額が１７０百万円多額となっています。

（注４） 授業料、入学料及び検定料収入については、主として受験者数及び在籍学生数が見込数を下

回ったため、予算額に比して決算額が１６百万円少額となっています。

（注５） 雑収入については、農産物売払等収入および家畜病院の診療収入等が見込額を下回ったため、

予算額に比して決算額が２６百万円少額となっています。

（注６） 産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、予算段階では予定していなかった国等か

らの受託研究の獲得に努めたため、予算額に比して決算額が１４１百万円多額となっていま

す。

（注７） 長期借入金収入については、借入金額が見込額を下回ったため、予算額に比して決算額が３

８百万円少額となっています。

（注８） 目的積立金取崩額については、当初予算段階で計上していなかったコミュニケーションプラ

ザ（仮称）改修事業を計上したことにより、予算額に比して決算額が１４３百万円多額とな

っています。

（注９） 教育研究経費については、予算額に誤って長期借入金分が計上されていたことと経費節減に

努めたことにより、予算額に比して決算額が３１８百万円少額となっています。

（注10） 一般管理費については、退職手当支給者数の増及び管理経費の増加等により、予算額に比し

て決算額が８１百万円多額となっています。

（注11） 施設整備費補助金については、予算額が誤って長期借入金分を未計上にしていたことと、

（注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が６３６百万円多額となっています。

（注12） 補助金等については、（注３）に示した理由により、予算額に比して決算額が１６８百万円

多額となっています。

（注13） 産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、（注６）に示した理由により、予算額

に比して決算額が１０２百万円多額となっています。


